
小型安全コントロールシステム

小型安全コントロールシステム PNOZmulti 2 –  
サクセスストーリーは続く！

さまざまな利点
•	 費用対効果に優れた持続可能な設計 : 多くのオートメーション環境と通

信システムに対応する世界の標準安全装置
•	 フレキシブル : 認証済みソフトウェアモジュール、入力および出力を組

み合わせて、自由にコンフィグレーション可能 
•	 1 つのソフトウェアアプリケーションで計画からメンテナンスまで対応 
•	 ユーザプログラムの変更や調整が簡単
•	 コストをカスタマイズ : 認証済みの増設モジュールを使用してアプリ

ケーションに適応
•	 シンプルで包括的な診断機能と使いやすいウェブベースの視覚化により、

機械のダウンタイムを最低限に抑え、設備の可用性を向上
•	 最高の安全性 - アプリケーションに応じて、PL e および SIL CL 3 まで

適合
•	 プラグイン端子使用のシンプルな配線による迅速な試運転
•	 安全装置がオートメーションタスクに対応しているため、さらなる合理

化の可能性

小 型 安 全 コ ン ト ロ ー ル シ ス テ ム
PNOZmulti は 2002 年の発売以来数
十万件という採用実績があります。
小型安全コントロールシステムの市
場リーダーとして、世界各地のユー
ザの信頼を受けています。PNOZmulti 2
は、お客様のオートメーション業 
務に理想のソリューションです。安
全リレーのように使いやすく、プロ
グラマブルコントローラのようにフ
レキシブルにお使いいただけます。
ライセンス費用不要のソフトウェア
ツ ー ル PNOZmulti コ ン フ ィ グ レ ー
タを使用して安全回路を作成し、あ
らゆるソフトウェアブロックを利用
できます。非常停止、安全扉監視、
ライトカーテン、両手操作など、ソ
フ ト ウ ェ ア ツ ー ル PNOZmulti コ ン
フィグレータを使用して、シンプル
な操作で柔軟かつ直感的に安全要
件を実現する方法をご覧ください。
数回のクリックで安全のコンフィグ
レーションが可能です。モジュラ式
ハードウェア構造は、お客様のアプ
リケーションにマッチしたシステム
構成が可能です。PNOZmulti は、機
械のタイプ、設備の種類、国、産業
に関係なく使用できます。市場投入
後 20 年経過した後でも、「多くの機
能を 1 つソリューション」で実現で
きます。最先端の安全アプリケー
ションに対応します。

PNOZmulti 2
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オンライン情報 
(www.pilz.com/
pnozmulti)

世界の標準安全装置となったベストセラーをあらゆるタイプの機械でお使いください。自分のユーザプログラ
ムをパソコンで簡単かつ直観的に作成できるため、エンジニアリングコストを節約できます。使いやすいウェ
ブベースの視覚化ツールとシンプルな診断オプションを使うことで、ダウンタイムを削減できます。他の企業
ではまだ配線を行っている間に、お客様の生産はすでに開始していることでしょう、しかも安全に。

小型安全コントロールシステム

モジュラ式でフレキシブル
小型安全コントローラは、シンプルな機械と大規模なオー
トメーションプロジェクトのどちらにも適しています。
ウェブベースの視覚化ソフトウェア (PASvisu)、診断／視
覚化パネル (PMIvisu)、安全センサ技術 (PSEN)、オペレー
タ装置 (PIT) および分散型周辺機器 (PDP67) と組み合わ
せると、お客様のオートメーション業務に最適なトータ
ルソリューションが実現します。アナログ入力モジュー
ル、安全双極出力モジュール、安全モーション監視モ
ジュール、入出力モジュール、リンクモジュールなど幅
広い増設モジュールにより、お客様のアプリケーション
にマッチしたシステム構成がご使用になれます。

安全でシンプル
ソフトウェアツール PNOZmulti コンフィグレータはシン
プルな操作性 ( 設置、起動、直観的な作業 ) に定評があ
ります。一旦ユーザプログラムを作成すれば、柔軟に変
更可能で何度でも再利用できます。診断オプションが多
彩なので、お客様の設備や機械のダウンタイムを短縮で
きます。設計からメンテナンスまで １ つのソフトウェア
アプリケーションのみで対応できます。数多くのオートメ
― ション環境と通信システムのための世界の標準安全装
置である PNOZmulti 2 が、お客様の設備と機械を安全に、
PL e/SIL CL 3 の規格に準じて保護します。

小型安全コントロールシステム PNOZmulti 2 – 
世界の標準安全装置
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小型安全コントロールシステム

PNOZ m C0 –  
コンパクトオプション
•	安全入力 8 点
•	安全半導体出力 4 点
•	USB 接続、チップ 

カード 
•	増設非対応 
•	幅 : 22.5 mm
•	認証 :   

CE、UKCA、TÜV

PNOZ m B0 – 
ユニバーサルオプション
•	安全入力 20 点、そのう

ち最大 8 点を一般出力と
してコンフィグレー
ション可能 

•	安全半導体出力 4 点
•	USB 接続、チップカード 
•	右側 : 最大 6 台の安全モ

ジュールを接続可能
•	認証 :   

CE、UKCA、cULus 認証、
KOSHA、TÜV、EAC

PNOZ m B0.1 –  
小規模から中規模アプリ
ケーション用
•	PNOZ m B0 と同様の仕様
•	右側 :   

最大 1 台の I/O モジュー
ルを増設可能 

•	認証 :   
CE、UKCA、KOSHA、
TÜV、EAC

PNOZ m B1– 
大規模プロジェクト用
•	使用する I/O モジュール

の数／型式によって細か
い調整が可能

•	Modbus TCP 搭載、2 つ
の ETH インタフェース、
USB メモリ

•	右側 : 最大 12 台の安全モ
ジュールと 6 台の一般出
力モジュールを接続可能 

•	認証 :   
CE、UKCA、cULus 認証、
KOSHA、TÜV、EAC

PNOZ m B1 Burner –  
産業用燃焼制御
•	PNOZ m B1 

と同様の仕様
•	追加の燃焼制御専用

ファンクションブロック
がソフトウェアツール
PNOZmulti コンフィグ
レータでコンフィグレー
ション可能

•	認証 :   
CE、UKCA、cULus 認証、
KOSHA、TÜV、EAC

772 105 772 100 772 104 772 101 772 102

- 安全リンクモジュール、通信モジュール、フィールドバスモジュールを使用して、左側に増設できます。  
技術詳細については、PNOZmulti テクニカルカタログまたは弊社の Web サイト (www.pilz.com/pnozmulti)  
を参照してください

小型安全コントロールシステム PNOZmulti 2 - ベースユニットの概要

小型安全コントロールシステム PNOZmulti 2 と安全センサ、アクチュエータ技術、 
制御機器および信号装置を組み合わせたオートメーションソリューション。



PNOZ m EF 4DI4DORD

PNOZ m EF 4AI

PNOZ m ES 14DO

PNOZmulti 
Configurator

PNOZ m EF 
SafetyNET

PNOZ m EF 1MM2DO

PNOZ m EF 8DI2DOT

当社は世界各地でビジネスを展開しています。詳細については、
当社のホームページをご覧いただくか、本社までお問い合わせください。

本社: Pilz GmbH & Co. KG, Felix-Wankel-Straße 2, 73760 Ostfildern, ドイツ
Telephone: +49 711 3409-0, Telefax: +49 711 3409-133, E-Mail: info@pilz.com, Internet: www.pilz.com
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オンライン情報 
(www.pilz.com)

Web コード : 

web225352

小型安全コントロールシステム PNOZmulti 2

型式 技術データ 注文番号 1)

PNOZ m EF 4AI アナログ入力モジュール
•	安全アナログ入力 4 点

772 160

PNOZ m EF 16DI 安全入力モジュール
•	安全入力 16 点

772 140

PNOZ m EF 8DI4DO 安全入力／安全半導体出力モジュール
•	安全入力 8 点
•	安全半導体出力 4 点

772 142

PNOZ m EF 4DI4DOR 安全入力／安全リレー出力モジュール
•	安全入力 4 点
•	安全リレー出力 4 点

772 143

PNOZ m EF 4DI4DORD 安全入力／異種出力モジュール
•	安全入力 4 点
•	安全強制ガイドリレー出力 4 点、異種
•	バーナーの安全バルブの制御に最適

772 145

PNOZ m EF 8DI2DOT 安全双極半導体出力モジュール
•	デジタル入力 8 点
•	双極半導体出力 2 点

772 144

PNOZ m EF 2DOR 安全リレー出力モジュール
•	安全リレー出力 2 点 

772 146

PNOZ m ES 14DO 一般アプリケーション用出力モジュール
•	非安全関連アプリケーション用の半導体出力 14 点
•	PNOZ m B1 に接続可能

772 181

PNOZ m EF 1MM2DO 安全モーション監視モジュール
•	1 軸監視
•	安全半導体出力 2 点
•	一般出力としても使用できるカスケード入出力 1 点
•	一般アプリケーション用出力 1 点

772 172

PNOZ m EF 1MM 安全モーション監視モジュール
•	1 軸監視

772 170

PNOZ m EF 2MM 安全モーション監視モジュール
•	2 軸監視

772 171

PNOZ m EF SafetyNET リアルタイムイーサネット SafetyNET p による安全通信
用のリンクモジュール
•	最大 16 台の PNOZmulti 2 システムでリニアトポロジを

構成可能
•	RTFL による 32 ビットデータの交換

772 122

PNOZm EF MultiLink 2 台のベースユニット間を安全にポイントツーポイント
接続するリンクモジュール

772 120

PNOZ m EF PDP Link 1 台のベースユニットに最大 4 台の分散型モジュール
PDP67 を安全に接続するリンクモジュール

772 121

PDP67 F 8DI ION/ 
PDP67 F 8DI ION HP

デジタル入力モジュール Web コード 
web150450

フィールドバスと通信モ
ジュール

•	PROFINET、PROFIBUS、EtherCAT、 
EtherNet/IP、POWERLINK、CANopen、CC-Link 接続
用のフィールドバスモジュール

•	PNOZ m B0 用の ETH または RS232 インタフェースを
備えた通信モジュール

Web コード : 
web225353

PNOZmulti コンフィグ
レータ

•	プログラミング用ソフトウェアツール
•	コンフィグレーション、ドキュメンテーション、 

試運転

www.pilz.com/
pnozmulti-tools

1) 端子、チップカード、ケーブルなど必須のアクセサリがありますので、ご注意ください。  
ピルツの E-SHOP でお求めいただけます (www.pilz.com)。
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